
第３回
今後の大戸川治水

に関する勉強会

平成31年3月25日
滋賀県 土木交通部 流域政策局

資料２

本日の内容

勉強会の目的、検証事項

淀川水系の治水システム

瀬田川洗堰操作に与える影響の検証

検証結果の整理
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勉強会の目的、検証事項

目的 大戸川ダムの効果・影響の検証

検証事項

大戸川流域に与える治水効果の検証

瀬田川洗堰操作に与える影響の検証 今回報告・・・

3

滋 賀 県 国
滋賀県として、大戸川ダムの治水に関

する効果・影響を検証する

①大戸川流域に与える治水効果の検証
②瀬田川洗堰操作に与える影響の検証

ダム本体工事について、中・上流部の
河川改修の進捗状況とその影響を検証し
ながら実施時期を検討する

（淀川水系河川整備計画 本文より）

淀川水系における中上流部の河川改修の
進捗状況とその影響検証にかかる委員会

第1回 1/18
第2回 3/19

淀川水系の治水システム

出典：琵琶湖河川事務所資料（一部加筆）

4

信
楽
川

大石川

天ケ瀬ダムへの流入量 ＝

瀬田川洗堰からの放流量 ＋ 大戸川からの流入量 ＋ その他の河川からの流入量

（流域面積：3,848km2） （流域面積：190km2） （流域面積：160km2）

鹿跳渓谷

鹿跳渓谷

瀬田川洗堰

天ケ瀬ダム至
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淀川水系の治水システム 5

瀬田川洗堰操作は、天ケ瀬ダム操作と密接に関係している

天ケ瀬ダム 瀬田川洗堰

洪水調節 全閉

予備放流 200m3/s以下

後期放流 300m3/s以下 瀬田川洗堰操作規則より

出典：国検証委員会資料

瀬田川洗堰

天ケ瀬ダム

琵琶湖

淀川

大雨のときは、瀬田川洗堰の
放流を制限して、天ケ瀬ダム
への流入を低減している

淀川水系の治水システム 6

大戸川ダムが整備された場合、天ケ瀬ダムの流入量が変化し、
瀬田川洗堰操作に影響を与えると考えられる
⇒ この影響について今回検証する

瀬田川洗堰

天ケ瀬ダム

琵琶湖

淀川

大戸川ダム
瀬田川洗堰

天ケ瀬ダム

琵琶湖

淀川
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③平成29年
九州北部豪雨

④平成27年
関東東北豪雨

累
加
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1/1000
(256mm)

（黒津9時間雨量）洪水ピークに関する雨量

(mm/48h)

凡例
大戸川流域で発生した洪水

全国で発生した洪水
（ダム上流域に9h雨量が最大となるよう

雨域を設定）

昭和57年
台風10号

平成29年
台風21号

昭和28年
台風13号

①平成25年
台風18号

平成24年
台風17号

（参考）９月の総雨量225mm
（信楽：10年間の平均値(2008-2017）

平成21年
台風18号

昭和47年
7月前線

昭和33年
台風17号

雨
量

48h

9h

雨
量

9h

48h雨量

1/10
(129mm)

1/100
(192mm)

第２回勉強会配布資料

7

第２回勉強会と同じ洪水を対象に影響を検証する

雨域の設定方法 ④平成27年 関東・東北豪雨の場合

大戸川ダム流域に9時間雨量が最大となるよう雨域を設定
※雨域の回転はしない
※雨域の縮尺は変えない

(気象庁(https://www.jma.go.jp)Cバンドレーダ雨量を加工して使用)

第２回勉強会配布資料を更新

平成27年9月関東・東北豪雨
9時間降水量コンター図（栃木県）

大戸川ダム

大戸川流域への設定

琵琶湖流域への設定

8
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雨域の設定 9

④平成27年 関東・東北豪雨③平成29年 九州北部豪雨②平成30年 西日本豪雨

大戸川ダム地点
大戸川ダム地点

大戸川ダム地点

琵琶湖集水域にも
雨域が広がっている

琵琶湖集水域には
雨域が広がっていない

検証条件（河川整備の状況） 10

３つの河川整備状況で流出解析を実施
①天ケ瀬ダム再開発前
②天ケ瀬ダム再開発後
③天ケ瀬ダム再開発 後 ＋大戸川ダム整備後

天ケ瀬ダム再開発 前
現在の状況

（天ケ瀬ダム洪水調節：840m3/s）

天ケ瀬ダム再開発 後
2021年度に完了予定

（天ケ瀬ダム洪水調節：1,140m3/s）

大戸川ダム整備後
天ケ瀬ダム再開発後に、さらに大戸川ダムが整備された状況

1

2

3 出典：国検証委員会資料
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瀬田川洗堰操作

「瀬田川洗堰操作規則」に基づき、操作を行う

天ケ瀬ダム操作

「天ケ瀬ダム操作規則」に基づき、操作を行う

・天ケ瀬ダム再開発後は、操作規則中の「840m3/s 」を「1,140m3/s」に変更

検証条件（瀬田川洗堰、天ケ瀬ダムの操作方法） 11

既定の操作規則の考え方に準拠する

天ケ瀬ダム 瀬田川洗堰

洪水調節 全閉

予備放流 200m3/s以下

後期放流 300m3/s以下

検証条件（大戸川ダムの操作方法）

第61回淀川水系流域委員会 審議資料3-1(H19.9.19) に一部加筆

大戸川ダム操作は、これまで国で公表されている資料を基に仮定

1 洪水調節
流入量が280m3/s以上の時、 280m3/s放流

2 後期放流
280m3/s一定放流
一般的なダムと同様に「流入量＜洪水調節流量」となっ
たタイミングから後期放流を開始

3 異常洪水時防災操作
貯水量が1,825万m3を超過した場合、流入量＝放流量
（2,190万m3÷1.2＝1,825万m3）

後期放流

280m3/s

洪水調節

大戸川ダムは、下流部（淀川）の治水安全度を向上
させるために操作が実施される

第２回勉強会配布資料

12
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流出解析結果 ①平成25年 台風18号 13

1140m3/s

840m3/s

大戸川ダム放流量

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

天ケ瀬ダム再開発
による効果

大戸川ダムによる効果
（天ケ瀬ダムへの流入量を低減）
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瀬田川洗堰からの放流が加わることに
より天ケ瀬ダム流入量が1,140m3/sを
超える場合も、洗堰全閉としている

0
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9/15 19:00 9/16 7:00 9/16 19:00 9/17 7:00 9/17 19:00

200m3/s制限放流
（天ケ瀬ダム予備放流中）

全閉
（天ケ瀬ダム洪水調節中） 300m3/s制限放流

（天ケ瀬ダム後期放流中）

全開放流
（琵琶湖後期放流）

（※天再後の場合）

14

実績値

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

大戸川ダムへの貯留により、全閉時間および制限放流時間が短縮効果

流出解析結果 ①平成25年 台風18号 14

瀬
田
川
洗
堰
放
流
量

(m3/s)

全閉時間
300m3/s以下
制限放流時間

実績値 12時間 －

天ケ瀬ダム
再開発後 11時間 5時間

大戸川ダム
整備後 7時間 3時間

瀬田川洗堰からの放流が加わることに
より天ケ瀬ダム流入量が1,140m3/sを
超える場合も、洗堰全閉としている
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流出解析結果 ②平成30年 西日本豪雨 15
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再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

0

10

20

30

40
7/6 2:00 7/6 14:00 7/7 2:00 7/7 14:00 7/8 2:00 7/8 14:00

宇治上流平均雨量

琵琶湖平均雨量

天
ケ
瀬
ダ
ム
流
入
量

(m3/s)

降
雨
量

(mm/h)

0

300

600

900

1200

1500

7/6 2:00 7/6 14:00 7/7 2:00 7/7 14:00 7/8 2:00 7/8 14:00

流出解析結果 ②平成30年 西日本豪雨 16

大戸川ダムへの貯留により、全閉時間および制限放流時間が短縮効果

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

瀬
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川
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堰
放
流
量
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全閉時間
300m3/s以下
制限放流時間

天ケ瀬ダム
再開発前 16時間 9時間

天ケ瀬ダム
再開発後 14時間 6時間

大戸川ダム
整備後 10時間 4時間
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流出解析結果 ③平成29年 九州北部豪雨 17
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流出解析結果 ③平成29年 九州北部豪雨 18

大戸川ダムへの貯留により、全閉時間および制限放流時間が短縮効果

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

瀬
田
川
洗
堰
放
流
量

(m3/s)

全閉時間
300m3/s以下
制限放流時間

天ケ瀬ダム
再開発前 11時間 17時間

天ケ瀬ダム
再開発後 9時間 5時間

大戸川ダム
整備後 3時間 1時間
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流出解析結果 ④平成27年 関東・東北豪雨 19
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840m3/s
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天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後
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天ケ瀬ダムの流入量が1,140m3/s
を超える時間に差はない
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流出解析結果 ④平成27年 関東・東北豪雨 20

全閉時間が１時間延長、制限放流時間に変化なし

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後

瀬
田
川
洗
堰
放
流
量

(m3/s)

全閉時間
300m3/s以下
制限放流時間

天ケ瀬ダム
再開発前 24時間 10時間

天ケ瀬ダム
再開発後 17時間 10時間

大戸川ダム
整備後 18時間※1 10時間

※1 全閉時間の延長について
大戸川ダムに洪水を貯めることで、淀川（枚方地点）にお

いて、洪水がピークを迎える時間に遅れが生じた。
天ケ瀬ダムは枚方地点の洪水ピークを確認した後、後期放

流を開始するため、洪水ピークが遅れることで後期放流の開
始が遅れることとなった。

瀬田川洗堰は天ケ瀬ダムが後期放流を開始するまで全閉す
ることが定められており、全閉時間が延長することとなった。
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検証結果 （テーマ２ 瀬田川洗堰操作に与える影響）

瀬田川洗堰の制限放流時間への影響
全閉時間の短縮
・大戸川ダムに貯めることで、天ケ瀬ダムへの流入量（ピーク流量）が低減し、

天ケ瀬ダムの洪水調節時間が短縮されたため

300m3/s以下制限放流時間の短縮
・大戸川ダムに貯めることで、天ケ瀬ダムへの流入量（総流入量）が低減し、

天ケ瀬ダム後期放流に要する時間が短縮されたため

ただし、計画を超えるような一定規模以上の洪水では、淀川（枚方地

点）の状況によって、全閉時間が長くなる場合もあった。

21

48時間
雨量 全閉時間 300m3/s以下制限放流時間

① 平成25年 台風18号 347mm 4時間短縮（11時間⇒7時間） 2時間短縮（5時間⇒3時間）

② 平成30年 西日本豪雨 402mm 4時間短縮（14時間⇒10時間） 2時間短縮（6時間⇒4時間）

③ 平成29年 九州北部豪雨 404mm 6時間短縮（9時間⇒3時間） 4時間短縮（5時間⇒1時間）

④ 平成27年 関東・東北豪雨 569mm 1時間延長（17時間⇒18時間） 変化なし（10時間⇒10時間）

1

2

琵琶湖水位への影響 －降雨後の状況について－ 22

琵琶湖水位は、大雨が降った後（約１日後）にピークを迎える。
⇒ 琵琶湖水位への影響を確認するため、降雨後の状況を考える

降雨中 降雨後

大戸川流域に与える治水効果

瀬田川洗堰操作に与える影響 琵琶湖水位への影響

出典：国検証委員会資料
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琵琶湖水位への影響 －後期放流－ 23

瀬田川洗堰

天ケ瀬ダム

狭さく部
（鹿跳渓谷）

洪水後のイメージ図

後期放流

後期放流

降雨後、次の洪水に備えるため、琵琶湖やダムに貯まった洪水を
放流（後期放流）する必要がある。

瀬田川洗堰の後期放流に影響を与える要因①
大戸川ダムの後期放流とのバランス（量・タイミング）※１

瀬田川洗堰の後期放流に影響を与える要因②
瀬田川の流下能力※２

後期放流のバランス（量・タイミング）

瀬田川の流下能力

要因①

要因②

優れた景観を形成している鹿跳渓谷については、学識経験者の助
言を得て、景観、自然環境の保全や親水性の確保などの観点を重
視した河川整備について検討して実施する。

出典：淀川水系河川整備計画

※2

…速やかに、水位を制限水位に低下させるため…ダムから放流を
行わなければならない。ただし…状況により特に必要があると認
めるときは…下流に支障を与えない限度の流量を限度として、ダ
ムからの放流を行うことができる。

「天ケ瀬ダム操作規則」の場合

※1

琵琶湖水位への影響 24

大戸川ダム後期放流について４ケースを試算する

① 洪水後ただちに後期放流を開始する
（280m3/s一定放流）

② 後期放流量を絞る
（280m3/s⇒ 100m3/s）

③ 後期放流を開始するタイミングを遅らせる
（洪水後ただちに⇒琵琶湖ピーク水位の確認後）

④ 瀬田川を流れやすくする
（瀬田川（鹿跳渓谷）の河川整備※）

放流量 タイミング 鹿跳改修

1 280
洪水後
ただちに

改修前

2 100
洪水後
ただちに

改修前

3 280
琵琶湖
ピーク後

改修前

4 280
洪水後
ただちに

改修後

ケース
大戸川ダムの後期放流
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放流量 タイミング 鹿跳改修

－ － 改修前 B.S.L.+77cm

－ － 改修前 B.S.L.+69cm

1 280 洪水後 改修前 B.S.L.+70cm

2 100 洪水後 改修前 B.S.L.+68cm

3 280
琵琶湖
ピーク後

改修前 B.S.L.+68cm

4 280 洪水後 改修後 B.S.L.+66cm

大戸川ダム
整備後

ケース
後期放流 琵琶湖

ピーク水位

再現計算値
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再開発後
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琵琶湖水位への影響 ①平成25年 台風18号 26

天ケ瀬ダム
再開発後

ケース２
100m3/s放流

ケース３
ピーク確認後

ケース４
鹿跳改修後

ケース１
280m3/s放流

瀬
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放
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琵琶湖平均雨量
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琵琶湖水位への影響 ②平成30年 西日本豪雨 27
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(mm/h) 琵琶湖平均雨量

放流量 タイミング 鹿跳改修

－ － 改修前 B.S.L.+129cm

－ － 改修前 B.S.L.+126cm

1 280
洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+127cm

2 100
洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+125cm

3 280
琵琶湖
ピーク後

改修前 B.S.L.+125cm

4 280
洪水後
ただちに

改修後 B.S.L.+123cm

ケース
後期放流 琵琶湖

ピーク水位

天ケ瀬ダム
再開発前

凡例

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後
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)

琵琶湖水位への影響 ②平成30年 西日本豪雨 28
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ケース３
ピーク確認後

ケース４
鹿跳改修後

ケース１
280m3/s放流

天ケ瀬ダム
再開発前
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琵琶湖水位への影響 ③平成29年 九州北部豪雨 29
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(mm/h) 放流量 タイミング 鹿跳改修

－ － 改修前 B.S.L.+43cm

－ － 改修前 B.S.L.+41cm

1 280
洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+41cm

2 100
洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+40cm

3 280
琵琶湖
ピーク後

改修前 B.S.L.+40cm

4 280
洪水後
ただちに

改修後 B.S.L.+32cm

ケース
後期放流 琵琶湖

ピーク水位

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム
整備後
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琵琶湖水位への影響 ③平成29年 九州北部豪雨 30
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天ケ瀬ダム
再開発後

ケース２
100m3/s放流

ケース３
ピーク確認後

ケース４
鹿跳改修後

ケース１
280m3/s放流

天ケ瀬ダム
再開発前
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－ － 改修前 B.S.L.+87cm

－ － 改修前 B.S.L.+84cm
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洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+86cm

2 100
洪水後
ただちに

改修前 B.S.L.+84cm

3 280
琵琶湖
ピーク後

改修前 B.S.L.+84cm

4 280
洪水後
ただちに

改修後 B.S.L.+83cm

大戸川ダム
整備後

ケース
後期放流 琵琶湖

ピーク水位

天ケ瀬ダム
再開発前

天ケ瀬ダム
再開発後
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琵琶湖水位への影響 ④平成27年 関東・東北豪雨 32
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再開発前
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試算結果 （琵琶湖水位への影響） 33

大戸川ダムを整備した場合、大戸川ダムの後期放流方法を工夫すること
によって、琵琶湖のピーク水位を抑えられる。

さらに瀬田川（鹿跳渓谷）の河川整備を行う場合は、より効果が上がる
ことがわかった。

洪水名
天ケ瀬ダム
再開発後

大戸川ダム整備後

ケース１
（280m3/s）

ケース２
(100m3/s)

ケース３
（琵琶湖ピーク後）

ケース４
（鹿跳改修）

①平成25年
台風18号 +69cm +70cm +68cm +68cm +66cm

②平成30年
西日本豪雨 +126cm +127cm +125cm +125cm +123cm

③平成29年
九州北部豪雨 +41cm +41cm +40cm +40cm +32cm

④平成27年
関東・東北豪雨 +84cm +86cm +84cm +84cm +83cm

琵琶湖ピーク水位 （B.S.L. +○cm）

検証結果の整理 34

効果

第２回勉強会 第３回勉強会

内水氾濫による浸水リスクが残る

⇒リスク周知、土地利用の工夫 琵琶湖水位への影響

⇒大戸川ダム後期放流の工夫、瀬田川（鹿跳渓谷）の河川改修異常洪水時防災操作による急激な浸水範囲の拡大・水位の上昇

⇒氾濫発生遅れ時間の有効活用（事前の備え、緊急時の情報伝達）

今後の課題

第２回勉強会

容量※ ピーク

カット※ 整備状況
琵琶湖ピーク水位

B.S.L.

天再前 …12時間   － 77cm

天再後 …11時間 （△1時間） …5時間 69cm

大戸川ダム …7時間 （△4時間） …3時間 （△2時間） 66～70cm

天再前 …16時間 …9時間 129cm

天再後 …14時間 （△2時間） …6時間 （△3時間） 126cm

大戸川ダム …10時間 （△4時間） …4時間 （△2時間） 123～127cm

天再前 …11時間 …17時間 43cm

天再後 …9時間 （△2時間） …5時間 （△12時間） 41cm

大戸川ダム …3時間 （△6時間） …1時間 （△4時間） 32～41cm

天再前 …24時間 …10時間 87cm

天再後 …17時間 （△7時間） …10時間 （±0時間） 84cm

大戸川ダム …18時間 （+1時間） …10時間 （±0時間） 83～86cm

土砂・流木の捕捉効果 その他

平成29年

九州北部豪雨

洪水がダムの容量を超

過するが、洪水のピー

クをカットできる

× ○
浸水被害を低減できる

（浸水面積約35～36%減）

平成27年

関東東北豪雨

洪水がダムの容量を超

過し、洪水のピークも

カットできない

× ×

被害は軽減できないが、

避難時間を確保できる

（大戸川氾濫8時間遅れ）

平成25年

台風18号

ダム容量内で洪水が制

御できる
○ ○

外水氾濫を抑制できる

（浸水面積約38～60%減）

平成30年

西日本豪雨

洪水がダムの容量を超

過するが、洪水のピー

クをカットできる

× ○
浸水被害を低減できる

（浸水面積約24～33%減）

検証降雨 大戸川ダムの状況

第３回勉強会

大戸川ダムの効果 後期放流

（洪水後）テーマ①

大戸川流域に与える

治水効果

テーマ② 瀬田川洗堰操作に与える影響

全閉時間
300m3/s以下

制限放流時間
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検証結果の整理

大戸川流域に与える治水効果
平成25年台風18号洪水を含め、これまで大戸川流域で発生した洪水について、大戸
川ダムを整備することで大戸川の氾濫を抑制できる。
計画規模を超えるような洪水のうち、洪水のピークをダムでカットできる場合は、
氾濫は発生するが、浸水被害を低減できる。
ピークをダムでカットできない洪水に対しても、ダムで一定貯めることで氾濫を遅
らせることにより、避難時間や避難経路を確保できる。
大戸川ダム整備後でも、内水氾濫による浸水リスクは残る。
異常洪水時防災操作が行われると急激に浸水範囲が拡大するため、確実に避難を完
了するために、避難計画等の事前の備えと、非常時の情報伝達方法の検討が必要。

瀬田川洗堰操作に与える影響
大戸川ダムに貯めることで、天ケ瀬ダムへの流入量（ピーク流量）が低減し、天ケ
瀬ダムの洪水調節時間が短くなり、瀬田川洗堰の全閉時間が短縮される。
大戸川ダムに貯めることで、天ケ瀬ダムへの流入量（総流入量）が低減し、天ケ瀬
ダムの後期放流に要する時間が短くなり、瀬田川洗堰の制限放流時間が短縮される。
大戸川ダムの後期放流方法を工夫することによって琵琶湖のピーク水位を抑えられ、
さらに瀬田川（鹿跳渓谷）の河川整備を行う場合は、より効果が上がることがわ
かった。

35
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